国語科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 研修グループＢ
三原市立第五中学校　　松見　奈々子
坂町立坂中学校　　馬場　優佳
尾道市立因島南中学校　　金平　恵
１　日　時　令和７年11月５日（水）第３校時
２　学　年　第１学年２組　男子21名　女子19名　計40名
３　単元名　人はどうして手紙を書くの？～「字のない葉書」との並行読書を通して～
４　単元について
（１）単元観
本単元は、中学校学習指導要領（平成29年告示）国語第１学年の〔思考力・判断力・表現力等〕Ｃ読むこと(１)オ「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすること。」を受けて設定している。
　向田邦子の「字のない葉書」を通して、手紙の役割や価値に注目して学習する。手紙は、単に情報をやりとりするだけでなく、相手を思う気持ちを形にし、時間や距離を超えて届けることができる。「字のない葉書」では、二つの手紙が登場する。一つ目は、父が一人暮らしを始めた向田邦子に宛てた手紙である。二つ目は、文字が書けない妹のために父が準備した葉書である。これらには、邦子への配慮や父が妹を心配する姿等が描かれている。字を書けない妹が、葉書という手段によって父に思いを伝えるという描写を手がかりにすることで、本文中における「手紙とはどんなものか」を考えることができる。
また、生徒たちはＳＮＳやメッセージアプリを通じて日常的に自分の思いを発信し、友人や家族に気持ちを届ける経験をしている。このような生活経験は、手紙を題材とする学習と親和性が高いため、作品を比較読みすることへの興味関心を引き出すことができると考えられる。
　そこで、本単元では並行読書を取り入れ、手紙を扱った多様な作品に触れ、愛情・励まし・安心・別れなど、手紙に込める思いや意味の幅広さを比較することで、「手紙とはどんなものか」について考えをもつことができる単元である。また、手紙のもつ普遍的な価値に気付き、自分の考えを確かなものにする力を育成することができると考える。

（２）生徒観省略










（３）指導観
　生徒に目標とする資質・能力を育成するために、指導に当たっては、次の工夫を行う。
　①　学習の見通し及び展開
　本単元では「手紙とはどんなものだろうか？」という単元を貫く問いを設定し、生徒自身が何について考えを形成できたらよい学習かの見通しをもたせる。そして、生徒自身が自分の考えの広がりや深まりを実感できるように、作品を比較し、理解したことを他者に説明したり、他者の考えを知ったりする活動を展開する。なお、導入の段階で、生徒たちに「手紙とはどんなものか」と問い、「字のない葉書」や選択した本を読んだ後、再び同じ問いについて考えさせる。一つの問いに対して繰り返し考えをもたせることで、単元を貫く問いにより迫っていく展開にしていきたい。
また、資質・能力の育成に向けて、それぞれの作品において、複数の場面や描写を根拠として取り上げるように指導する。一つの場面や描写から読み取ったことや考えたことの羅列で終わらせるのではなく、場面や描写を複数結び付け、新たな意味付けを行わせたい。そうすることで、生徒が作品を多面的・多角的に捉え、読みが深まることが実感できるようにしながら、資質・能力の育成を図ることができると考える。
　②　並行読書
　並行読書を行うことについて、「手紙とはどんなものか」という視点で、「字のない葉書」と生徒自身が選んで読んだ作品を比較することで、多面的に考察することができ、自分の考えを確かなものにする力を育成することにつながると考えている。
　選書に当たっては、生徒が多読できるように、難易度等に幅をもたせるため、小説や絵本を用意する。また、既習教材や過去に映画化された作品を取り上げることで、生徒が既有知識を生かして作品を読んだり、興味に応じて作品を選んだりすることができるようにする。
③　ICT機器の活用
自分の考えを整理・表現する活動において、作成したスライド(ICT機器)を活用する。具体的には、単元の導入において「手紙とはどんなものか」をまとめさせた上で、「字のない葉書」や並行読書から新たに気付いた手紙の価値についての考えを蓄積させる。また、作品ごとにまとめたスライドは、その都度共有し、多角的に考えることができるようにする。そして、単元のまとめにおいて、今までの考えの変遷を振り返らせることで、考えが広がったり深まったりしたことを実感させたい。
また、ICT機器のコメント機能を活用することで、生徒がお互いの考えを相互評価し合い、自分の考えを確かなものにする手助けとなるようにしたい。

５　単元の目標
○読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解することができる。
〔知識及び技能〕(３)オ
○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる。
〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(１)オ
○言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。                                               「学びに向かう力、人間性等」

６　単元の評価規準
	複数の文学的な文章を比較して読み、「手紙」に対する自分の考えを伝え合う。【言語活動例　イ】

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解している。（(３)オ）
	①「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにしている。（Ｃ(１)オ）
	①粘り強く文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えたことを確かなものにし、学習課題に沿って考えたことを伝えようとしている。



<評価の具体及び手立て>
	
	評価規準【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）】
	「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒への指導の手立て

	思考・判断・表現
	「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにしている。（Ｃ(１)オ）
	スライド
私は最初手紙とは、気持ちを伝えるものだと考えていたが、並行読書を通してそれだけではないことに気が付いた。
　まず、「字のない葉書」では、父は娘たちへの罵声や拳骨が日常的な人物として描かれていた。その一方で、父によって一枚一枚にきちょうめんな字で宛名まで書かれているおびただしい量の葉書を妹に持たせていた。この行動から、自分の性格上、なかなか素直に伝える事ができなかった父の愛情が隠れているのだと考える。また、妹に持たせた葉書は「おびただしい量」であったことから、ただ量が多いわけではなく非常に多い量であることが分かる。このことからも手元から手放すわが子が元気かどうかをつぶさに知りたいという親心を読み取ることができる。
　このことから、葉書には間接的に愛情を伝えるものとしての役割があると考えた。
　そして、「あの花が咲く丘で、また君と出会えたら。」では、特攻隊員たちが、家族など大切に思っている人たちに送った手紙が印象に残った。出撃の直前、隊員たちは家族など大切な人たちに宛てて書いた最後の手紙の束を「どうか投函してください」という紙とともに鶴屋食堂のツルさんに預けていた。しかし、当時の時代背景を考えると、検閲があり、相手に届かない可能性が高く、また仮に投函しても無事に届く保証はなかったと考えられる。そのような状況であっても、誰にも邪魔されないありのままの思いを伝えたい、伝えることができなかったとしても残したいという隊員の方の強い思いが「どうか」という言葉に込められている。
また、現代に戻ってきた百合が特攻資料館で読むことになる「彰が百合へ残した手紙」だ。そこには、百合のことを気遣いながらも「この気持ちがただの海の泡として消えていくのだけは耐えられなかった。だからここに、俺の素直な思いを記させてほしい。」とあるように、直接伝えられなかった彰の本当の気持ちが書かれていた。彰は自分が死んでしまう前に、自分の思いを残すために、文字に記していた。このことは、他の家族などに宛てた隊員の皆さんと同じだとも考えられる。手紙の中には「戦争などのない時代に生まれていたならば…」など、これまで彰が絶対に口にしなかった思いが溢れた。
　このように手紙は、文字にして思いを残すためのものであると考えられる。
【ここまでは本時までに考える】　
これら二つを通して、私は、手紙とは、書き手が本当の気持ちや隠していた気持ちを出せるものではないかと考えた。どちらの作品も時代設定が戦時中であり、時代背景から鑑みても、口には出せなかったことも多くあったことが推測される。また相手への配慮から口に出すことを憚った言葉もあったと考えられる。しかし、手紙という手段を使ったことで、口に出すことなく、書き手によって整理された思いを結果的に相手に伝えることができている。
　だから手紙とは、書き手の気持ちの受け皿のようなものだと考える。
	①自分の考えを言語化することにつまずきが見られる生徒への手立て
ICT機器を活用して、意見文を書くための文章の型を提示し、自分の考えを表現する手がかりにさせる。

②複数の文章を結び付けることにつまずきが見られる生徒への手立て
文章の中の語句を比較し、よく似た語句を見付けて線を引かせ、語句の意味や使い方を手がかりに結び付ける叙述を選択させる。

③自分の考えを確かなものにすることにつまずきが見られる生徒への手立て
根拠とする叙述を交流させ、友達の意見を参考に、自分の根拠が適切かどうかを検討させる。その上で、自分がどの言葉を手がかりに考えをもったのかを明確にさせ、考えを確かなものにさせる。






７　指導と評価の計画（全８時間）
	次
	時
	学　習　内　容
	評　　　価

	
	
	
	知
	思
	主
	評価規準・評価方法等

	一
	１
２
３
	・読書についてアンケートを実施し、読書状況や読書の意義に関する考えを振り返る。
・「字のない葉書」を読み、物語の中心となるアイテムは何か考える。
・手紙とはどんなものかを考える。
・場面の展開や登場人物の相互関係を整理する。
・場面と描写を結び付けて父の人物像について解釈する。
	
	
	
	

	二
	４
５
	・「字のない葉書」における「手紙とはどんなものか」について考えをもち、交流する。
・選書リストから読みたい本を選ぶ。
・「字のない葉書」で学習したことを生かし、選書した本から「手紙とはどんなものか」について考えをもち、交流する。
	
	
	
	

	




三
	６
	・前時までの「手紙とはどんなものか」についての考えを比較し、言葉を手がかりに共通点を見つける。

・整理した共通点を基に、「手紙とはどんなものか」について考えをもち、交流する。
	
	
	○
	
	【思考・判断・表現】①
スライド
本時はＣ(１)オに基づいて学習状況を捉え指導を行うが、以降の評価に生かすための評価とする。



【主体的に学習に取り組む態度】①
生徒の様子、スライドの推敲履歴、振り返り
粘り強く複数の文章を読み、学習課題に沿って自分の考えをもち、考えたことを表現しようとしている。
※６・７時間目を合わせて評価する。


	

	










	７
	・第６時で考えた「手紙とはどんなものか」を班で交流し、他者の意見で納得したものを取り入れ、加筆・修正する。

・加筆・修正したものを共有し、自分の考えを確かなものにする。
	
	○
	○
	【思考・判断・表現】①
スライド、評価問題
文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えを確かなものにしている。
※７・８時間目を合わせて評価する。

	
	８
	・評価問題を行う。

・単元全体を振り返り、改めて読書に対する自分の考えを交流する。

	○
	
	
	【知識・技能】①
アンケート
読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解している。



８　本時の学習
（１）本時の目標
　　二つの手紙の共通点を見つけ、「手紙とはどんなものか」について考えをもつことができる。

（２）学習の展開
	学習活動
	指導上の留意点(○)
「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て(◆)
	評価規準と評価方法

	
①前時までの学習の内容を確認し、学習の見通しをもつ。



めあて：２つの手紙の共通点を見付け、「手紙とはどんなものか」について考えをもつことができる。 




②前時までの「手紙とはどんなものか」についての考えを比較し、言葉を手がかりに共通点を見つける。






③「手紙とはどんなものか」について②で整理した共通点を基に考えをまとめる。



④「手紙とはどんなものか」について、自分の考えを発表する。

⑤振り返り(R80)を行う。
全体発表を行う。

	
○前時までのスライドを基に、２つの手紙における「手紙とはどんなものか」について根拠と考えを共有する。
◆本文のどこに着目したのか、根拠を比較させるよう声かけをする。



○個人思考の後、各グループに分かれ、出てきた言葉を比較し、整理する。
○定義を比較し、同じ言葉や似ている言葉を挙げさせる。
○同じ作品を選んだ人同士で、「なぜそのように考えたのか」を質問させる。
◆共通点を見付けることが難しい生徒は、言葉の意味に着目するよう声かけをする。


○手紙とはどのようなものかを抽象化させ、ワークシートに記入させる。
◆②で整理させた言葉を使って考えをもつよう声かけをする。
◆他者の意見を取り入れ、文章作成の一助とさせる。
○２つの手紙を通して考えた「手紙」の定義について、共通点も踏まえて発表する。


予想される生徒の振り返り
・２つの考えの似ている言葉に着目し比較することで、送る相手や手紙を書く経緯が違うことが分かった。しかし、手紙を書く気持ちはどの手紙でも一緒であると考えた。
・書く人は違うのに、手紙に込められた気持ちは似ていた。だから、次回は２つの手紙に込められた心情を根拠に「手紙とはどんなものか」をまとめたい。
	


















[主体的に学習に取り組む態度]
生徒の様子、振り返り
粘り強く複数の文章を読み、学習課題に
沿って自分の考えをもち、考えたことを表現しようとしているかを確認する。
※６・７時間目を合わせて評価する。




	字のない葉書にとっての手紙

	疎開

親心

おびただしい量の葉書

不器用

威厳と愛情

罵声や
げんこつ

きちょうめんな字

三日に一回

	〇返事を待つ人の気持ち
	〇愛
〇絆
〇永遠の別れ
〇離れていても心は繋がっている
	〇文字にしなくても伝わるもの
〇成長を見守る
	〇言えなかった思い
〇素直に伝えられない
〇直接言えない

	手紙をもらえたジャムの嬉しさ
手紙を送る楽しさ
	親代わりの二人への感謝
形見
見捨てる悲しさ
	孤児院
後援者
毎月
将来の夢
一人ではない
	特攻隊員
家族
大切な人
軍の検閲
時代背景
会いたい

	おへんじください。
	竹取物語
	あしながおじさん
	あの花が咲く丘で、
君とまた出会えたら。

	並行読書で読んだ本での手紙


（３）板書計画
　人はどうして手紙を書くの？
　　　　　　　　　　　　～字のない葉書～

めあて　二つの手紙の共通点を見付け、「手紙とはどんなものか」について考えをもつことができる。 









共通点









